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ソリューションのご紹介

Solution Over View

ELB Solution

Ｄｅｓｉｇｎ
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｅｔ関与の高いヘビーユーザーやポテンシャルユーザーに対する対面インタビューにより、直接的に製品受容性やトライアル阻害要因などを確認を

行ないます。定量調査とは異なり、対象者の回答に臨機応変に質疑を繰り返すことができるので消費者へのより深い洞察を得ることが可能です。
インタビュー会場／インタビューワー／速記録など調査に必要な準備をすべてお任せいただけるソリューション・パッケージです。
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■ 概要 ■ 特徴

定性調査：グループインタビュー／デプスインタビュー

グループインタビュー調査は６人前後の少数の集団に司会者（モデレーター、イ

ンタビューワー）が関心のある問題について行なう面接調査です。モデレーター

は話し合いをリードし、話題を提供して消費者の心理態度や意識を聞き出して

いきます。

グループインタビューが６人前後の集団に対する面接調査であるのに対し、デプ

スインタビューでは１対１のインタビューとなり、より深く質問を時間をかけて行なう

ことができる調査方法です。

ELBでは外部調査会社と連携し、対象者のリクルーティングから会場手配と実

査に必要な準備（モデレーター、速記録者の手配）、実査運営、ご報告までをサ

ポートしています。

調査品質

の維持

 守秘義務契約を結んだ対象者による調査となるので秘匿性

の高い試作品や商品コンセプト案などの機密情報の管理が

行いやすくなっています。

 各業界・商材に見識の深いモデレーターを手配することでイ

ンタビュー内容を高め、より満足度の高い調査を実施するこ

とができます。

 インタビューの記録は速記録者を手配し、対象者の発言内

容を調査終了後数日でお渡しすることができます。このほか

ビデオ撮影、ＩＣレコーダーなどによって調査を振り返ることも

可能です。

定性調査

の特徴

 定量調査では把握することの難しい、消費者の行動や意識

に関する「なぜ？」をインタビューワーが臨機応変に対応す

ることで、より本音に近い意見に迫ることができます。

 実際の商品の利用者と接することで、商品開発に重要な消

費者目線の感覚を体感することができます。

 会場のバックヤードではミラールームや、カメラによるモニタ

リングを行い、インタビューの状況を観察することができます。

グループインタビュー調査の例：

• どのように商品を利用しているのか知りたい。また利用方法の工

夫やアイディアなど新しい使い方の発見につなげたい

• 試作品を実際に手にとってもらい、使い勝手や改善点などの意

見を聞きたい

など
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デプスインタビュー調査の例：

• 自分の健康状態についての不安や悩みなど、話しにくい話題に

関する内容について質問したい

• 商品コンセプトの方向性を確認するために消費者の行動の意識

にある潜在的なメカニズムを知るために時間をかけてインタ

ビューを行なって情報を集めたいとき

など
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主要なアウトプットと解釈例

■一般的な調査会場のイメージ

定性調査：グループインタビュー／デプスインタビュー

■定性調査のアウトプット

発言録

サマリレポート

調査会場は６人前後が着座できる円卓と速記録者のための机があり、リラックスした雰囲気で調

査に参加できるように十分なスペースを設けてあります。バックヤードでは会場をカメラでモニタ

リングしており調査関係者がインタビューを実施しながら打ち合わせを行なうためのスペースが

あります。

インタビューワーと同じ目線で調査の様子をミラールームから観察できるようにしてあり、インタ

ビューのやりとりのニュアンスや状況を肌で感じていただくことができます。

調査参加者の発言を記録したものです。発言内容は速記者によって

正確に記録され調査終了後、即日でご納品できます。

グループインタビューやデプスインタビューを通して得られた発見や発

言内容をまとめ、結果をできるだけ視覚化しよりわかりやすいものにいた

します。

調査内容の順番に応じて
発言内容を整理

質問と応答の前後関係や
回答のニュアンスがわかり
やすいように発言の流れを
意識した記録

ミラールーム調査会場 バックヤード

ミーティング
スペース

モニター

受付

コピー機など

速記録
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■ ＰＪワークフロー

■ 概算お見積もり

■ 備考

■ 導入実績

■ 関連する他のサービス

ＣＬＴ調査によるプロトタイプテスト

• インタビュー時間は１．５時間程度の調査となります

課題ヒアリング

調査設計・課題整理

企画提案

ご報告会

課題背景とともに「どのような意思決定を行いたい
のか」を中心に理解を行います。また、予算制約の
中で最適なソリューションを検討しご提案します。

・インタビューフローの設計
・実査の準備スケジュール
・ご報告日時の調整

実査マネジメント：
調査会社の実査が支障なく進行するように、クライア
ントと調査会社との間に入り、クライアントの設計意思
が調査会社に正確に伝わるようにします。

実
査
準
備
と
実
査

会場手配
モデレータの手配
速記者の手配

速記録作成

実
査
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

集計／レポーティング

リクルーティング
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・調査課題の理解
・必要なファシリテーションの手配準備


